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赤十字は、災害が起きた時に

駆けつけるだけじゃないんだ。

365日 、それぞれの部門が

それぞれの場所で動き続けているんだね。

災害に備 えた訓練、知識や技術の普及、

物資の整備、医療現場や

海外での活動などなど、

すべてが人を教うことにつながっている。

このかけがえのない日常を支える

赤十字の 日々の活動を、

私が伝えていきます。

お

皆さまからのご支援に感謝 鳥取県支部の令和3年度決算は「第 ]00回代議員会Jで 承認されました。

皆さまからのと支援 137,658"981円 国内の災害対応 11,172,281円

11,347,331円

13,853,300円

地域ボランテイア
活動支援 9,253i887円

10コ 209,241円

30"371,878円

571082,797円

日本赤十字社からの
交付金
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r守る」を広める活動 赤十字の普及活動

日本赤十字社鳥取県支部のすべての

人道支援活動は、皆さまからのご寄付に

よって支えられています。日頃よりご支援

海外での
支援。開発協力

事務管理貴

ご協力をいただき、誠にありがとうございます。 将来起こりうる災害への備え

日本赤十字社キャラクター/ハートラちゃん

※指導員調整のため、開催希望日の概ね2か月前には事前のご連絡をお願いいたします。なお、指導員や資機材の関係上、ご希望に沿えない場合もありまi予めご了承ください。

日本赤十字社 鳥取県支部
〒 680-0011鳥 取 市 東 町 ― 丁 目 271(鳥 取県庁第二庁舎内 )

TEL:0857-22-4466 FAX:0857-29-3090 囃

令和3年度鳥取県支部

0143,270コ 713円 0143,270,713円

講習会・セミナー お住 まいの地域やお勤め先などで

開催 してみませんか ?
O赤十字防災セミナー O救急法

O幼児安全法 O水上安全法 O健康生活支援講習

TEL:0857… 22‐4466
FAX:0857… 29‐ 3090
平 日 8:30～ 17:00
詳しい内会は、ホームベージをと確認ください。

日本赤十字社鳥取県支部では、当支部主催で講習会

を開催するほかに、地域や企業・学校・団体等からの

と要望に応じて各講習の指導員を派遣しています。

ホームページ>httpⅨ //www irC Orjp/chapter/totton/」apanese Red Cross Society



赤十字活動資金の使い道
皆さまからのご寄付は、ここでご紹介する「災害救護活動」

をはじめ、苦 しむ人を救う様々な活動に大切 に使わせてい

ただいています。
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こどもたちへの

防災教育
未来を担うこどもたち

は、自然災害の正しい

知識 と自ら考え生き

抜く力を学習します。

皆さまからの

ご寄付
(赤 十字活動資金)

100,000円

100,000円

1001000円
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寄付が届きます
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医療救護班や

救援物資は、

陸、海、空様々な

手段で災害地へ
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E〉 救援物資の

配布
   轟醒題

未来へつなげる

人道支援活動と災害に備え

赤十字活動資金に

あたたかい

ご協力をお願い

いたします

活動資金へのご協力
ありがとうごぎいました !

●い井木組        1,100,OOO円
0-般社団法人G・ B    l,000,000円

●八幡物産帥        500,000円
●気高電機棚        200,000円
●美保テクノスm       200,000円
0明治安田生命保険相互会社 200,000円

0リクエストサーブn     150,000円

●国中東北物産l旬

●tttlエ イダン事務機

●三和段ボールエ業腑

●僻ティビィエム

●鳥取県遊技業協同組合

●山下空調設備

●僻メモワールイナバ

105,000円

100,000円

100,000円

100,000円

100,000円

100,000円

100,000円

令和4年 3月 1日 ～令和5年2月 23日 (10万円以上。敬称略・順不同)
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鐘文

娃巖

口譲二

1,800,000円

11000,000円

1,000,000円

●杉原弘―郎

●野滓一成

0前山鳥成樹

災害時に迅速に対応するため、災害救護訓練、

資機材の整備、ボランティア育成等を行っています。

■毛希/1枚 2,000円 ■安眠セット 3,000円 日救急セット 8,000円
/1人分       /4人 分

救援物資の備蓄
鶯ク

災害救護訓練
災害地で迅速に医療救護活動

を展開するため様々な災害を

想定した訓練を実施します。

ボランティア育成
災害時はもちろん、日頃から

地域 ,学 校で活躍するボラン

ティアを育成します。

救命手当・防災講習
身近な人を救うたの、地域コミュ
ニティにおける「自助」「共助」の

力を高める講習を開催します。

皆さまからの

ご寄付によって

できること

日頃の備え

災害地ヘ

出発

残害発」
日本赤十字社が

総力をあげて対応
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救護班等の
派遣 :9班

日本 十字社 実

救援物資の 0毛布:1,344枚     ●タオル類など:11637枚

配布  ●緊急セット:1,085セ ット ●安眠セツト:165セ ット

令和4年 8月 3日からの大雨災害

医療救護
災害地の医療ニーズに合わ

せた救護所の設置や巡回診

療を行います。

こころのケア
災害はこころにも大きな傷を

残します。被災者のこころに

寄り添い続けます。

血液製剤の供給
全国の血液センターが連携

し、災害時も必要な血液を

安定的に供給します。

災害地での活動

※承認された方のみ掲載させていただいております


